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これは，はたして可能なのか。 I 出張 J でなく「研修」なのか。一般に使われている「出張」のWI~
釈は，役所，一般職員， 1¥主力簿取扱者の三者でそれぞれ異っていることがある。このようなあいま
いさを持つ事柄を，法規iζ触れながら図解されれば，事務処理に大変便利である。
4. 校内研究の科学性
教師の資質を高める I~]心である校内研究はその年その場限りのものから，他校でも活用でき，継
続研究・積み重ね研究できる科学性を持つことが望まれる。
各学校の校内研究が盛んになってきたが，研究の主題設定 条件や研究方法が複雑でi卯確に絞り
込まれていないので，まだ，一校だけの研究成果におわっているといえよう。校内研究は，学校運
営のバロメーターとして，最も重視されているものである。よって，校内の実態により，校内研究
のねらいとずれて組織づくりとか人間関係の改善の面で成果を期待することもある。
とにかく，校内研究には質的にいろいろな段階があるが，子供の実態l乙担1]した教師の創造的な提
重な考えを校内研究で芽を出させ 全国的な共有財産に育てていくために，主題設定の段階から科
学性を持つ研究を進める必要がある。研究者の実践的指導力を大いに発揮される乙とを期待する。
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